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１．プロフェショナル採用社員における技術継承をおこなうための入社から７年間のライフサイクルを明らかにすること。 
２．社会人採用社員における技術継承をおこなうための入社から４年間のライフサイクルを明らかにすること。 
３．プロフェッショナル採用社員における「線路の保守管理」を出来るために、入社１年目における教育到達目標と教育

内容を明らかにすること。 
４．プロフェッショナル採用社員における「線路の保守管理」を出来るために、入社２年目における教育到達目標と教育

内容を明らかにすること。 
５．プロフェッショナル採用社員における「線路の保守管理」を出来るために、入社３年目における教育到達目標と教育

内容を明らかにすること。 
６．プロフェッショナル採用社員における「線路の保守管理」を出来るために、入社４年目における教育到達目標と教育

内容を明らかにすること。 
７．プロフェッショナル採用社員における「線路の保守管理」を出来るために、入社５年目における教育到達目標と教育

内容を明らかにすること。 
８．プロフェッショナル採用社員における「線路の保守管理」を出来るために、入社６年目における教育到達目標と教育

内容を明らかにすること。 
９．プロフェッショナル採用社員における「線路の保守管理」を出来るために、入社７年目における教育到達目標と教育

内容を明らかにすること。 
１０．社会人採用社員における「線路の保守管理」を出来るために、入社１年目における教育到達目標と教育内容を明ら

かにすること。 
１１．社会人採用社員における「線路の保守管理」を出来るために、入社２年目における教育到達目標と教育内容を明ら

かにすること。 
１２．社会人採用社員における「線路の保守管理」を出来るために、入社３年目における教育到達目標と教育内容を明ら

かにすること。 
１３．社会人採用社員における「線路の保守管理」を出来るために、入社４年目における教育到達目標と教育内容を明ら

かにすること。 
１４．「異常時対応」に技術的判断をおこなうための具体的な教育内容を明らかにすること。 
１５．超過勤務を減少させていくための「平準化」の内容を具体的に明らかにすること。 
１６．「線路設備モニタリング」の教育を２０２０年度末までに全社員におこなうための教育内容および教育スケジュ

ールを提示すること。 
１７.「線路設備モニタリング」の「ＮＧ箇所」を減少させていくための具体的な取り組み内容を明らかにすること。 

 

 

 

 1 月に開催した申 9 号の団体交渉において新潟支社は保線部門における教育課程につい
て「社会人採用は育成期間を４年、プロフェッショナル採用は７年で線路保守判断ができ
る育成を行っている」と回答しましたが、新潟支社としての具体的な到達目標や教育内容
及び技術継承に対する考え方が不明確であり現場で働く社員は不安や疑問を抱えていま
す。日々技術習得に向け真面目に取り組む社員の不安を解消するために、新潟地本は申 18
号を会社側に提出しました。 
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